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平成平成平成平成26262626年３月期第年３月期第年３月期第年３月期第２２２２四半四半四半四半期累計期間業績と前年同期実績との差異に関するお期累計期間業績と前年同期実績との差異に関するお期累計期間業績と前年同期実績との差異に関するお期累計期間業績と前年同期実績との差異に関するお知らせ知らせ知らせ知らせ 

 

 平成 26 年３月期第２四半期累計期間（平成25 年４月１日から平成25 年９月30 日）の業績と、前年同期（平成

24年４月１日から平成24年９月30日）の業績との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成26年３月期第２四半期累計期間業績と前年同期業績との差異（非連結） 

（単位：百万円，％） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益 

前 年 同 期 実 績 （Ａ） 
(平成 25 年３月期第２四半期累計期間) 

1,325 200 195 115 12円13銭 

当 期 実 績 （Ｂ） 
(平成 26 年３月期第２四半期累計期間) 

2,962 1,647 1,645 1,018 98円02銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,636 1,446 1,449 903 85円89銭 

増 減 率            （％） + 123.5 + 720.5 + 741.2 + 783.3 + 708.1 

 

２．差異の発生理由等 

 外国為替市場におけるボラティリティの高騰や、当社の営業戦略と顧客の売買環境とがマッチして過去最高となる

四半期営業収益を計上した第１四半期から一変し、第２四半期以降はボラティリティの急低下と、いわゆる“夏枯れ

相場”により総推移が大きく減少したことなどが取引高の低下に大きく影響を与えましたが、前年同期との比較では、

預り資産残高や顧客口座数などのベースアップが営業収益の下振れラインを上昇させている要因などもあり、営業収

益は2,962,306千円（前年同期比123.5％増）と、第２四半期累計期間としては過去最高の営業収益となりました。営

業費用に関しては、前年同期と比べて人員数の増加や顧客取引高の増加に伴うポイントプログラム等のコストの増加、

また、事業の拡大と効率化を図るために、本年９月に東京都中央区京橋にあった旧本社と東京都江東区青海にあった

Ｍ２Ｊベイスクエアを東京都港区赤坂の新本社に集約させたことで発生した移転に係る費用などを計上したことで、

1,314,856千円（前年同期比16.9％増）となり、営業利益は1,647,450千円（前年同期比720.5％増）と大幅な増益とな

りました。営業外収益は受取利息等の計上により2,309千円、営業外費用は支払利息等の計上により4,253千円となっ

た結果、経常利益は1,645,506千円（前年同期比741.2％増）と、営業利益と同じく大幅な増益となりました。特別損

益科目は計上がないため、税引前四半期純利益は1,645,506千円（前年同期比741.2％増）、法人税等合計額として

626,962千円計上した結果、四半期純利益は1,018,544千円（前年同期比783.3％増）となりました。 

 

以  上 
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